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は じ め に

Propionylmaridomycin (PMDM)は 最 近 本 邦 で 開発

さ治 た 新 しい マ ク ロ ライ ド系抗 生 剤 であ る。 わ れ わ れ は

propionylmaridomycinの 供 与 を受 け各 種 呼 吸 器 感 染

症 に 対 す る臨床 成 績,副 作 用,肝 機 能,腎 機 能 な どに お

よぼ す 影 響 に つ い て検 討 を加 え たの で 報 告 す る。

Propionylmaridomycinの 臨 床 使 用 成 績

投与 の対象は昭和46年10月 よ り4月 までの期 間の入院

患者1例,外 来患者32例 であ る。

疾患の 内訳 け は,肺 膿 瘍1例,肺 炎1例,気 管 支 炎

22例,扁 桃炎9例 であ る。年齢は19歳 よ り76歳 にわた

つてい る.男17例,女16例 であつた。肺膿瘍には1日

1600mg,肺 炎,気 管支炎,扁 桃炎には1200mgを3～4

回 に分け て投与 し,そ の臨床成績につ いて検討 した。

肺膿瘍1例,肺 炎1例 に対 して はそ れ ぞれ1日1600

mg,1200mgを47日,27日 間 の投 与 で 有 効 で あ つ た。

気 管 支 炎 で は1日1200mg投 与 に て22例 中9例 に有 効

(41%),扁 桃 炎 で は1日1200mg投 与 に て9例 中8例 に

有 効(89%)で あつ た(Table 1)。

以 下 に 代 表 的 な症 例 を示 す 。

症 例 1. 峰 ○ 照 ○ 48歳 男(Fig. 1)

主 訴 発 熱,胸 痛

昭 和46年10月1日 よ り悪 感 戦 慄,40℃ の 発 熱,咳 嗽,

喀 痰,胸 痛 な どを認 め,10月13日 よ り近 医 に 入 院 し,風

邪 を こ じらせ た程 度 とい われ,加 療 され て い た が軽 快 せ

ぬ ため10月22日 本 院 を紹 介 され,胸 部X線 検 査 の 結 果 肺

膿 瘍 と診 断 され,11月1日 転 入 院 した。

入 院 時 現 症,体 格 中 等,栄 養 良 好 で体 温36.8℃,脈 拍

70整,血 圧130 / 80mmHg,貧 血 な し,黄 疽 な し,胸 部,

心 音 純,右 肺 中,下 肺 野 に て呼 吸 音 減 弱,腹 部,四 肢 に

所 見 な し｡入 院 時 検 査 はTable2に 示 す とお りで あ る。

Fig.1に 示 す よ うに,直 ちにPMDMを1日1600mg(4

回 に 分服)投 与 した。 漸 次咳 嗽,

喀 痰,胸 痛 と も に 軽 減 し,胸 部

X線 陰 影 も約1ヵ 月 で 消失 した。

PMDMを1600mg47日 間投 与 し

た が,認 む べ き 副 作 用 は な か つ

た。

症 例2. 田○ 源 ○ 68歳 男

(Fig. 2)

主 訴 血 痰,胸 痛

47年2月19日 よ り39℃ の 発熱,

血 痰,胸 痛 あ り,近 医 を受 診,治

療 を受 け て いた が 軽快 せ ず3月3

日本 院 を受 診 した。

既往 症,3年 前 よ り高血 圧 で加

療 中 。

初 診 時 現 症,体 格 栄 養 中等,体

温36.5℃,脈 拍100整,血 圧122/

Fig. 1 Case 1 48 Y M  Pulmonary abscess
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66mmHg,貧 血,黄 疸 な し。 咽 頭 発 赤 あ り,胸 部,心 濁

音 界左 方 に1横 指 拡 大,右 肺 野 に て捻 髪音(+),腹 部 平

担 軟,肝,脾 触 知 せ ず。 下 肢 浮 腫 な し。

諸検 査 はTeble 3に 示 す とお りで,胸 部X線 上,右

中 肺 野 に均 等 陰 影 あ り肺炎 と診 断 し,外 来 に てPMDM

1日1200 mgを27日 間投 与 し自他 覚所 見 の改 善 を み た。

認 む べ き副 作 用 は な か つ た。

副 作 用

臨床例 について述べた ように(Teble 1)33例 に投与 し,

2例 に副作用 と して腹鳴,口 内炎を認 めた。 しか し投与

を中止するほ どのものでは なかつた。 つ ぎに10例 で肝機

Table 1 Clinical results

Fig. 2 Case 2 68 Y M  Pneumonia
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Table 2 Laboratary reports at admission (case 1)
(2 / XI)

Table 3 Laboratory reports at fist medical examination (case 2)
(3 / III)
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能 としてGOT, GPT, A1-Pに ついてPMDM投 与前

後の変動 をみたが病的上昇は認 められ なかつた(Teble

4)。

また,腎 機能 として クレアチニ ン,BUNの 変動をみた

が,な んら変動を示 さなかつた(Teble 5)。

ま と め

以 上,私 ど もは 新 抗 生 剤propionylmaridomycinの

呼 吸 器 感染 症33例 に対 す る治 療 効果,副 作 用,投 与 前 後

の肝 機 能,腎 機能 につ い て 検 討 し,つ ぎ の結 論 を 得 た 。

1) 肺 膿 瘍1例,肺 炎1例,気 管 支炎22例,扁 桃 炎9

例計33例 にpropionylmaridomycin 1 日 1200～1600mg

を3～47日 間投与 し,肺 膿 瘍1例,肺 炎1例,気 管支炎

22例 中9例(41%)扁 桃 炎9例 中5例(89%)に 有効 で

あつた。

2) 副作用 としては,33例 中2例 に腹鳴 と 口内炎をそ

れぞれ1例 に 認 め た。 また,10例 についてpropion-

ylmaridomycin投 与前後の肝機能(GOT, GPT, A1-P)

腎機能(ク レアチニ ン, BUN)の 変動 を検討 したが と く

に認むべ き変動はなかつた。
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Table 4 Liver function tests before and after oral administration of propionylmnaridomycin

Table 5  Kidlley function tests before and after oral administration of propionylmaridomycin
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CLINICAL EXPERIMENT WITH PROPIONYLMARIDOMYCIN
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Purpose of this paper is to describe clinical evaluation of propionylmaridomycin prescribed to 33 

patients with respiratory infectious diseases. 
Patients treated were 9 of tonsillitis, 21 of bronchitis, each one of pneumonia and abscess of the 

lung. 

Patients were consisted of 17 males and 16 females and age of patients ranged from 19 to 76 year-

old. 
Clinical efficacy of propionylmaridomycin in pneumonia, abscess of the lung and tonsillitis was 

excellent and it was 41% in bronchitis. 
Dosage of propionylmaridomycin in tonsillitis, bronchitis and pneumonia was 1, 200 mg t. i. d., and 

duration was varied from case to case. They were from 3 to 27 days. 

Abscess of the lung was treated with propionylmaridomycin 1, 600 mg four times daily for 47 days. 
No serious side effects were noted except stomatitis and increaed gurgling in 2 cases of bronchitis.


